


2台を直列（密着）で運転した

場合､最大静圧のみ1.8倍～2 倍に

なります｡

当社の高静圧域専用ファンは静

翼付のため直列運転時の静圧低下

が起こりにくくなっています｡

機器の通風抵抗曲線との交点QF1､

QF2が実際に流れる風量です｡



図に示す空力特性測定装置を使用しています｡この装置は

ANSI/AMCA    Standard210-8 5 の要求を満足しており､JIS 

B8330（送風機検査試験方法）にも準拠しています｡

PQ性能を高精度に測定することは非常に難しく ､ﾌｧﾝﾒｰｶｰ

各社の測定装置の精度にもバラツキが見られます｡そのため

厳密な性能差を確認したい場合は ､同じ測定装置で同時に

比較データを採取することをお奨めします ｡

（当社では他社ファンとの比較データ測定サービスを提供し

ています。お気軽にご相談ください｡）

機器組込み後の騒音は､ファン本体騒音に対し大幅に上昇

（+8dB～+15dB）することがあります｡これは､ファン振動の機

器への共振､吸込口直前の障害物（ファンガードも障害物にな

る｡）や通風抵抗の影響による負荷騒音の増大､循環路の確保不

十分による過大パワーのファン使用などが影響しています｡

これらの騒音増大要因を軽減させることができれば大幅に静

音化できます｡（最大でファン本体騒音程度まで｡）

当社では､お客様の機器の騒音分析サービスを提供しています｡

お気軽にご相談ください。



当社のブロアは､お客様の使用ポイントで最も静音になるよう

配慮していますので安心してご利用いただけます｡



当社では、サイレントファンの技術を発展させ、2008年度

に大幅な組み込み静音化が期待できるGentleTyphoonシリーズ

を発売しました。台風の渦巻き雲を連想させるﾌﾟﾛﾍﾟﾗﾌﾞﾚｰﾄﾞと乱

流を発生しにくい角形ベンチュリの組み合わせで、機器組込後の

騒音上昇を起こりにくくし、音圧レベルだけではなく、音質も大

幅に改善しました。

また､グリス寿命は周囲温度により大きく左右されます。

上記のような寿命要素を有する当社のファンは、下図のように

グリス温度を極力上昇させない構造としております。

ＤＣファンの場合､アウターロータ構造を採用しているため、

軸受部の温度はステータの温度に大きく左右されます。スピー

ドランクが上になるとモータの温度が高くなるため、軸受への

熱の伝わり方が多くなります｡当社では､高効率回路やモータ損失

低減により軸受温度を一定の温度以下になるようにして長寿命を

確保しています｡

当社では特別に軸受の温度上昇を低減したセミカスタム品

（長寿命品）も承ります｡ご相談ください｡(ＤＣファンのみ)



当社のファン･ブロアは各種用途に広くご利用いただけるよう

国内海外の安全規格の認定試験に合格しております｡

（下記に記載していない規格に関してはお問合せください｡）

対象となるACファンは、電気用品安全法の技術基準を守っ

て製造しており､特定電気用品以外の電気用品480品目の一つ

送風機として分類されます｡（PS）Eマークの表示が義務付けら

れています｡当社の製品で（PS）Eマーク付きの製品はカタログ

G-45ページ以降をご覧ください｡

当社の登録番号

当社の登録番号は

当社の登録番号は

当社の登録番号は3019です｡UL､CSA､TUV規格同様不定期な工場

立会い検査に合格し安全性の確認を実施しております｡

DCファン･ブロア巻線部の温度保護方式は､拘束状態検知電流

遮断自動復帰方式か電流制限自動復帰方式を採用しています。

この方式は､ファンが拘束されるとモータ駆動回路内のロック

検出機能により通電回路がOFFになり電流を遮断（または制

限）します｡ロック解除後は自動的に再起動するものです｡

この保護方式は、DUTY（PWM）制御電源で使用すると正常な

動作をしませんのでご注意ください｡ 当社ではPWM信号による

可変速制御が可能な可変速ファンをご用意しております。

（G-29～G-31, G-43）参照





当社の製品はできるだけ汎用性を持たせる設計､製作をして

おりますが､ご使用に際しては下記の点にご注意ください｡

当社のファンモータはダブルシールド精密級ボ ールベアリ

ングを使用しております｡製品の落下はボールベアリングの異

常音（ブリネル打痕）の原因となりますので製品の取扱い上､

下記の点にご注意ください｡




